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衆議院内閣委員会ニュース

平成 22.3.12 第 174 回国会第３号

3月 12日（金）、第３回の委員会が開かれました。

（質疑者及び主な質疑内容）

小 泉 進次郎君（自民）

・民主党マニフェストにおいて掲げられている子ども手当

や高速道路の無料化について、事業仕分けを行うべきだ

と考えるが、この点についての枝野国務大臣の見解を伺

いたい。

・子ども手当に所得制限をかければ、よりバランスのよい

支援策が可能になると考える。子ども手当に所得制限を

かけない理由について、福島国務大臣の見解を伺いたい。

・駅のホームドア設置の推進等、自殺対策を目に見える形

で進めるべきだと考えるが、この点についての福島国務

大臣の決意を伺いたい。

井 戸 まさえ君（民主）

・子ども等を対象とした犯罪等の抑止のため、インターネ

ットカフェ等の匿名性の高い場所に防犯カメラを設置し

たり、偽装ラブホテル問題に取り組む必要があるが、中

井国家公安委員会委員長の所見を伺う。

・「子ども・子育てビジョン」を策定したが、就学援助制度

の周知徹底、貧困問題の解消を目指した数値目標の設定

等の取組の必要性について、高井文部科学大臣政務官や

福島国務大臣の所見を伺う。

・保育所運営費負担金の事業仕分けの評価結果により、見

直しが行われたことに対する枝野国務大臣の所見を伺う。

金 田 勝 年君（自民）

・菅副総理は、憲法のどこにも三権分立とは書いていない

と言っているが、多数党になれば何をしてもいいという

考え方はいけない。政治主導の定義や政治主導で何をし

ようとしているのか平野官房長官及び仙谷国務大臣に伺

いたい。

・自民党が与党のときは、野党の意見をよく聞いていた。

しかし、政治とカネの問題について、野党の参考人質疑

の要求にも一切応じないなど、現在の与党の国会運営は

横暴極まるものである。平野官房長官に見解を伺いたい。

・英国の政治制度において重要な点が２つある。一つは、

政治家が一般の国家公務員の人事に口をださないことで

ある。もう一つは、行き過ぎた政治任用による弊害が出

てきていることである。こうしたことを踏まえて、政と

官の健全な関係を築くためのチェック機能が必要なので

はないか。仙谷国務大臣の見解を伺いたい。

１ 内閣の重要政策に関する件、栄典及び公式制度に関する件、男女共同参画社会の形成の促進に関する件、国民生活の

安定及び向上に関する件及び警察に関する件

・平野国務大臣（内閣官房長官）、中井国務大臣（国家公安委員会委員長）、原口国務大臣（地域主権推進担当）、福

島国務大臣（少子化対策担当、男女共同参画担当、消費者及び食品安全担当）、仙谷国務大臣（「新しい公共」担当、

公務員制度改革担当、国家戦略担当）、枝野国務大臣（行政刷新担当）、細川厚生労働副大臣及び高井文部科学大臣

政務官に対し質疑を行いました。


